
歴史的な町並みの一角にあるクラブハウス

（Let'sスポーツわくわくらぶ・三重県亀山市）

　メルマガ8月（58号）＜特集＞　クラブハウスの可能性

１．歴史的な町並みの一角にあるクラブハウス

　Let'sスポーツわくわくらぶ（以下、わくわくらぶ）のクラブハウス（事務局）は、旧東海道
関宿の町並みの一角にある、「関まちなみ文化センター」の２階にあります。
関宿は、江戸時代には、東海道53次の江戸から数えて47番目の宿場町として参勤交代や伊勢参
りの人々で賑わいました。
　昭和59年には、東海道の宿場町の中で、唯一歴史的な町並みが残された地区として、国の重
要伝統的建造物群保存地区に選定されました。
　現在でも、その歴史的な町並みを歩くために、多くの観光客が訪れて賑わいを見せており、
また、地元住民もその町並みを生活の場として、昔から変わらず伝統文化の中で今を暮らして
います。

２．地域住民がよく利用する場所に隣接

　クラブハウスを構えている当該センターには、
1階に貸店舗、2階に展示室と集会室があり、クラ

ブハウスは展示室を年間通じて利用しています。
　現在、わくわくらぶでは、第1・第3金曜日の
12時から14時までの時間に限定して、クラブハ

ウスに事務局職員を配置しています。それ以外に
は、クラブの会議や教室開催の事務などを行う際
に、適時複数名で利用しています。　　　　　　
　地域住民の方は、自治会の寄り合いや夏のお祭
りの祭囃子の稽古場として、特に集会室を利用す
ることが多いのですが、老若男女問わず、何らか
の形でこの施設を利用していることから、クラブ
ハウスをこの場所に構えることにより、地元住民
へのアピール効果は非常に高いと考えています。



（谷本由美子　Let'sスポーツわくわくらぶ事務局）

４．今後の課題　　

　メルマガ8月（58号）＜特集＞　クラブハウスの可能性

　クラブの存在をアピールするには、のぼり旗やポスター掲示などが欠かせません。しかし、この
ような歴史的な町並みの景観を持った場所にクラブハウスを構えさせていただいており、歴史的な
町並みの景観を損ねない方法で、私たちのクラブのことをアピールしていくことが今後の課題であ
ると考えています。

　１．設立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　設立年：平成22年2月 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　
　　　だれもが、いつでも、気軽に、スポーツや文化活動に親しむことのできる環境をつくるため、
　　　関地区を拠点に活動を始めました。

　２．地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　人口：約50,000人、亀山市関町（関中学校区）を中心に市全域を対象

　３．クラブ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　会員数：約150名（平成22年7月末現在） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　予算規模：約300万円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　４．連絡先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　〒519-1112　三重県亀山市関町中町463番地3　関まちなみ文化センター2階 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　 TEL：080-1608-6119（第1・第3金曜日　12時から14時）

【Let'sスポーツわくわくらぶ 　プロフィール】

３．市のバックアップによる無償利用

　亀山市から、総合型地域スポーツクラブの設立に向けた説明を聞かされ、クラブの設立にむけ
て動き始めた際、クラブハウスの確保は、悩みの一つでもありました。

　わくわくらぶとしては、日ごろのそれぞれの活動拠点からも距離的にも近く、また、地域住民
の方にも総合型クラブ自体をより身近に知ってもらえるような場所がないかと探していました。

　そのような中で、活動拠点の中心に位置しており、地元の方だけでなく、観光客の多く訪れる
立地にある当該センターを、亀山市から無償で利用させてもらえるというバックアップをいただ
けたことは本当に感謝しております。


